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〇２０００年１月３０日（０歳） 

  三重県員弁郡大安町石榑東（現在の三重県いなべ市大安町石榑東）出身 

  市立四日市病院（三重県四日市市芝田 2 丁目）で誕生 

  父西田徳美、母美保、姉早希、兄圭吾の 5 人家族 

〇２０００年６月（０歳） 

  姉、兄が所属する大安バレーボールスポーツ少年団（女子チームは大安ジュニア、男子チームは大安ビートル）の練習の見学をはじめる 

〇２００３年１２月１日（３歳） 

  大安町が北勢町、員弁町、藤原町と合併していなべ市となる 

〇２００６年１月（５歳） 

  大安バレーボールスポーツ少年団「大安ビートル」（監督：伊藤カズ子、後に梅澤道夫）入団 

  練習会場は大安スポーツ公園体育館（いなべ市大安町大井田）と大安海洋センター体育館（いなべ市大安町梅戸） 

  練習は水曜日・土曜日・日曜日の週 3 回 

  本人コメント「やりたかったというよりは、バレーボールをすることが普通という感じで保育園年長のころから自然と始めました」 

〇２００６年３月（６歳） 

  いなべ市立石榑保育園（いなべ市大安町石榑南、現在はいなべ市社会福祉協議会が運営）卒園 
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〇２００６年４月（６歳・小学校１年生） 

 いなべ市立石榑小学校（いなべ市大安町石榑南）入学 

〇２００９年６月（９歳・小学校４年生） 

  第２９回全日本バレーボール小学生大会三重県大会で「大安ビートル」が優勝、全国大会出場が決定する 

〇２００９年８月１日（９歳・小学校４年生） 

  『いなべ市広報リンク』第 69 号（2009 年 9 月号）20 ページ（裏表紙）「いなべいきいきマイタウン」のコーナーで「『夢は叶う』大安ビートル（男子）全国大

会出場～小さくてもやればできるんだ！～」と題して第２９回全日本バレーボール小学生大会三重県大会での優勝が紹介される 

〇２００９年８月１１日（９歳・小学校４年生） 

  第 29 回全日本バレーボール小学生大会に出場、東京体育館（東京都渋谷区千駄ヶ谷 1 丁目）での開会式に出席 

〇２０１１年９月１９日（１１歳・小学校６年生） 

  三重・滋賀男子小学生バレーボール交流大会出場、6 年生では「大安ビートル」主将をつとめる 

〇２０１１年１０月２日（１１歳・小学校６年生） 

  三重県クラブバレーボール連盟会長杯で「大安ビートル」が優勝 

〇２０１１年１２月（１１歳・小学校６年生） 

  6 年生になると身長も 160cm を超え、自宅 1 階居間の天井にも届くようになる 

  練習の休憩時間には大安スポーツ公園体育館隣の宇賀川にかかる弁天橋（いなべ市大安町大井田）の下で跳躍の練習に励む 

〇２０１２年２月２６日（１２歳・小学校６年生） 

  北勢選抜チーム「北勢アタッカーズ」に所属し、第 6 回北勢バレーボール保々交流会に出場（展示番号１・２） 

〇２０１２年３月（１２歳・小学校６年生） 

  いなべ市立石榑小学校卒業 

〇２０１２年３月（１２歳・小学校６年生） 

  下呂温泉湯けむりバレー交流会に出場 

〇２０１２年３月（１２歳・小学校６年生） 

  「大安ビートル」卒団、伊藤カズ子前監督より「あせるな、くさるな、あきらめるな」の言葉を贈られる、この言葉は以後座右の銘となる 
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〇２０１２年４月（１２歳・中学校１年生） 

  いなべ市立大安中学校（いなべ市大安町石榑東）入学 

  バレーボール部に入部するも、小学校からのバレーボール経験者がおらず、監督も未経験者であったため、実質的な指導者の役割も果たす 

  海星高等学校（四日市市追分 1 丁目）バレーボール部の練習に参加 

〇２０１２年６月（１２歳・中学校１年生） 

  四日市市のクラブチーム「NFO オーシャンスター」に入団し、海星高等学校体育館での練習に通う（展示番号８） 

〇２０１３年３月２日（１３歳・中学校１年生） 

  北勢選抜チーム「ジュニアラークス」に所属し、第 4 回東海ブロック U-14 クラブチャンピオンシップ男子バレーボール大会出場（展示番号４） 

〇２０１３年８月（１３歳・中学校２年生） 

  北勢選抜、三重選抜に選出される（展示番号３・５・６） 

〇２０１３年秋（１３歳・中学校２年生） 

  大安中学校バレーボール部主将となる 

〇２０１４年１２月２７日（１４歳・中学校３年生） 

  JOC ジュニアオリンピックカップ第 28 回全日本都道府県対抗中学バレーボール大会で決勝トーナメント進出（展示番号７） 

〇２０１４年秋～冬（１４歳・中学校３年生） 

  星城高等学校（愛知県豊明市）、松阪工業高等学校（三重県松阪市）、皇学館高等学校（三重県伊勢市）、津工業高等学校（三重県津市）など強豪 8 校から勧誘を

受けるが、大安中学校において海星高等学校バレーボール部監督大西正展、同アドバイザー中尾聡両指導者と面談し、海星高等学校への進学を決める 

  本人コメント「勝って当たり前のチームに入って勝つのではなく、自分の力で立ち向かいたい」 

〇２０１５年３月（１５歳・中学校３年生） 

  いなべ市立大安中学校卒業 

  「NFO オーシャンスター」卒団、3 年生のときは主将をつとめた 
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〇２０１５年４月（１５歳・高校１年生） 

  海星高等学校入学 

  三岐鉄道三岐線（丹生川駅～近鉄富田駅）、近畿日本鉄道名古屋線（近鉄富田駅～塩浜駅）を乗り継ぎ、塩浜駅からは自転車で通学 

  バレーボール部（監督：大西正展）に入部し、三重県高等学校春季バレーボール大会でいきなり準優勝となる（展示番号９・１０・１１） 

〇２０１６年２月（１６歳・高校１年生） 

  三重県高等学校新人バレーボール大会で準優勝 

〇２０１６年３月（１６歳・高校１年生） 

  第 21 回全国私立高等学校男女バレーボール選手権大会に出場 

〇２０１６年４月１日（１６歳・高校２年生） 

  ヴィアティン三重バレーボール U-19（三重県桑名市和泉）に所属（展示番号１２） 

  天理大学バレーボール部との合同練習に参加 

〇２０１６年４月（１６歳・高校２年生） 

  三重県高等学校春季バレーボール大会において準優勝 

〇２０１６年５月（１６歳・高校２年生） 

  三重県高等学校総合体育大会で準優勝 

〇２０１６年６月２６日（１６歳・高校２年生） 

  第 8 回三重県ヤングバレーボール選手権大会 U-19 男子の部で「ヴィアティン三重バレーボール U-19」が優勝 

〇２０１６年８月（１６歳・高校２年生） 

  東海高等学校総合体育大会会場においてジェイテクト STINGS 寺嶋大樹総監督より勧誘を受ける 

〇２０１６年８月２３日（１６歳・高校２年生） 

  中国寧波市で開催された第 24 回日・韓・中ジュニア交流競技会に日本代表として出場（展示番号２０） 

〇２０１６年９月１日（１６歳・高校２年生） 

  『いなべ市広報リンク』第 154 号（2016 年 10 月号）9 ページ「いきいき！マイタウン」のコーナーで第 24 回日・韓・中ジュニア交流競技会日本代表選出にあ

たり日沖靖いなべ市長を表敬訪問した記事が掲載される 

  本人コメント「初めての経験で力が通用するか試してみたい。最終的には全日本に入って戦いたいです」 



〇２０１６年９月２５日（１６歳・高校２年生） 

  第 19 回全国ヤングバレーボールクラブ優勝大会で「ヴィアティン三重バレーボール U-19」が優勝 

  日本ヤングクラブバレーボール連盟賞を受賞 

  本人コメント「バレーボールでは一人で点を取れないので、点が取れた時にチームみんなで喜び合えるのが最大の魅力だと思います」 

〇２０１６年１０月１日（１６歳・高校２年生） 

  三重のスポーツ情報誌『ヴィアティン』第 19 号の「プレーヤーズリスト」で選手紹介記事が掲載される 

〇２０１６年１０月（１６歳・高校２年生） 

  第 71 回国民体育大会・希望郷いわて国体に三重県代表として出場し、ベスト 16 となる（展示番号１５） 

  国体終了をもって「ヴィアティン三重バレーボール U-19」が解散する 

〇２０１６年１１月（１６歳・高校２年生） 

  三重県高等学校選手権大会で準優勝 

  海星高等学校バレーボール部主将となる 

〇２０１６年１２月１日（１６歳・高校２年生） 

  三重のスポーツ情報誌『ヴィアティン』第 20 号の「U19 スペシャルインタビュー」で第 19 回全国ヤングバレーボールクラブ優勝大会における日本ヤングクラ

ブバレーボール連盟賞受賞のインタビュー記事が掲載される 

〇２０１７年２月１９日（１７歳・高校２年生） 

  第 14 回 2017 全日本ジュニアオールスタードリームマッチに「WING」チームに所属して優勝（展示番号１１・１２） 

〇２０１７年２月（１７歳・高校２年生） 

  三重県高等学校新人バレーボール大会で優勝、海星高等学校バレーボール部としては創部以来初の県大会優勝となる 

〇２０１７年３月（１７歳・高校２年生） 

  第 23 回東海高等学校バレーボール選抜大会で準優勝 
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〇２０１７年４月５日（１７歳・高校３年生） 

  第 11 回アジアユース男子選手権大会（U-19）日本代表となり優勝、同大会における日本の優勝は史上初（展示番号２１・２２・２３） 

  ご褒美として海星高等学校バレーボール部大西正展監督よりロードバイクを譲られ、片道 25km の自転車通学に切り替える 

〇２０１７年４月（１７歳・高校３年生） 

三重県高等学校春季バレーボール大会で優勝 

〇２０１７年５月（１７歳・高校３年生） 

  三重県高等学校総合体育大会で優勝 

〇２０１７年７月（１７歳・高校３年生） 

  全国高等学校総合体育大会に出場し、ベスト 16 入り 

〇２０１７年８月３０日（１７歳・高校３年生） 

  三重県より「チームみえスーパージュニア」指定選手に認定される 

  育成金をもとに桑名市内の服部スポーツ桑名店でトレーニング用品を買いそろえる 

〇２０１７年１０月１５日（１７歳・高校３年生） 

  ジェイテクト STINGS への入団が内定 

〇２０１７年１０月（１７歳・高校 3 年生） 

  第 72 回国民体育大会・愛顔つなぐえひめ国体に三重県代表チームの主将として参加（展示番号１６） 

  海星高等学校バレーボール部コーチに井口拓也（ヴィアティン三重所属）就任 

〇２０１７年１１月１１日（１７歳・高校３年生） 

  三重県高等学校選手権大会で準優勝 

〇２０１７年１１月１２日（１７歳・高校３年生） 

  ジェイテクト STINGS（監督：髙橋慎治、愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目）に高卒内定選手として入団 

〇２０１７年１２月（１７歳・高校３年生） 

  長島総合自動車学校（桑名市長島町西外面）入校 

〇２０１８年１月１日（１７歳・高校３年生） 

  海星高等学校バレーボール部監督に井口拓也就任、大西正展前監督はコーチとなる 



〇２０１８年１月６日（１７歳・高校３年生） 

  堺ブレイザーズ戦に途中出場し、史上最年少の V リーグ公式戦デビューを果たす（展示番号１７） 

〇２０１８年１月７日（１７歳・高校３年生） 

  JT サンダース戦にスターティングメンバ―として出場 

〇２０１８年２月１５日（１８歳・高校３年生） 

  三重県より三重県スポーツ新人賞を受賞 

  三重県体育協会より特別優秀選手賞を受賞 

〇２０１８年２月（１８歳・高校３年生） 

  愛知県刈谷市のジェイテクト STINGS の選手寮に転居 

〇２０１８年３月１日（１８歳・高校３年生） 

  海星高等学校卒業 

  海星高等学校より体育賞、特別功労賞を贈られる 

〇２０１８年３月（１８歳・高校３年生） 

  長島総合自動車学校卒業、第一種普通自動車運転免許取得 

〇２０１８年３月（１８歳・高校３年生） 

  全日本男子バレーボールチーム「龍神 NIPPON」（監督：中垣内祐一）メンバーに選出 
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〇２０１８年４月１日（１８歳） 

  株式会社ジェイテクト（大阪本社・本店：大阪府大阪市中央区南船場 3 丁目、名古屋本社：愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目）入社 

〇２０１８年４月９日（１８歳） 

  全日本男子バレーボールチームの味の素ナショナルトレーニングセンター（東京都北区西が丘 3 丁目）での合宿に参加 

〇２０１８年４月３０日（１８歳） 

  第 67 回黒鷲旗全日本男女選抜バレーボール大会に出場して準優勝となり、若鷲賞、敢闘賞、ベスト 6 賞を受賞 

〇２０１８年５月２５日（１８歳） 

  FIVB（国際バレーボール連盟）バレーボールネーションズリーグ 2018 出場し、12 位となる（展示番号１８） 

〇２０１８年７月（１８歳） 

  三井アウトレットパークジャズドリーム長島（桑名市長島町浦安）でショッピングを楽しむ 

  本人コメント「個人的にジャズドリームへ出かけたんですけど、やっぱりバレちゃいましたね」 

〇２０１８年 9 月１３日（１８歳） 

  2018 年バレーボール男子世界選手権出場（展示番号１９） 

〇２０１９年２月２４日（１９歳） 

  2018-19 V リーグ・ディビジョン 1 男子においてサーブ賞を受賞 

〇２０１９年４月１４日（１９歳） 

  2018-19 V リーグ・ディビジョン 1 男子 V・ファイナルステージ・ファイナルにおいて最優秀新人賞、サーブ賞を受賞 

〇２０１９年４月２１日（１９歳） 

  2018-19 V リーグ・ディビジョン 1 男子オールスターゲームにチームブイリーに所属して出場 

〇２０１９年５月３１日（１９歳） 

  FIVB（国際バレーボール連盟）バレーボールネーションズリーグ 2019 に出場し、10 位となる 

〇２０１９年９月１日（１９歳） 

  『いなべ市広報リンク』第 190 号（2019 年 10 月号）表紙・2～3 ページ「いなべから世界へ」の特集が組まれインタビュー記事が掲載される 

  本人コメント「気が向けば実家に帰っています。小さなころに大安ビートル OB の人にいろいろ指導してもらえたことがありがたかったので、恩返しに行って

います。技術的なことよりもバレーボールの楽しさを伝えられるようにしています」 



〇２０１９年１０月１日（１９歳） 

  2019 年ワールドカップバレーボールに出場して 4 位となり、ベストサーバー賞を受賞 

〇２０１９年１１月２６日（１９歳） 

  桑名市社会福祉協議会宛にサイン色紙を贈り、桑名市総合福祉会館に展示される 

○２０１９年１２月３１日（１９歳） 

クワナビミユ編集室『クワナビミユ』第 123 号（2019 年 12 月号）に特別展紹介記事掲載 

〇２０２０年１月１日（１９歳） 

  桑名市社会福祉協議会『ほぼ月刊桑名歴史こばなし』第 11 号（西田有志選手特集号）発行 

  本人からコメントが寄せられる「これからも強くなって結果を出していきたいと思いますので、これからも応援よろしくお願いします」 

  桑名市『広報くわな』第 181 号（2020 年 1 月号）、桑名市社会福祉協議会『社協だより』第 87 号（2020 年 1 月号）・『あいりす』（2020 年 1 月号）、ぽろんくら

ぶ編集室『ぽろん』第 166 号（2020 年 1 月号）に特別展紹介記事掲載 

〇２０２０年１月９日（１９歳） 

  桑名市社会福祉協議会主催「バレーボール 西田有志選手 特別展」（後援：ヴィアティン三重・ジェイテクト STINGS）が桑名市六華苑（桑名市大字桑名）番蔵

棟で開催され、13 日には父西田徳美によるギャラリートークが実施される 
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